
初
心
者
も
楽
し
く

参
加
で
き
る
料
理

教
室
で
す
。

　

お
い
し
い
料
理

を
作
り
な
が
ら
材

料
の
切
り
方
や
魚
の
さ
ば
き
方
な

ど
の
基
本
を
身
に
つ
け
ま
す
。

　

今
回
は
寒
い
時
期
に
ぴ
っ
た
り

の
鍋
料
理
。
み
ん
な
で
心
も
体
も

ほ
っ
か
ほ
か
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

▽
場
所　

長
船
町
公
民
館

▽
日
時　

２
月
17
日
（
木
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

▽
参
加
費　

３
０
０
円
（
初
回
の 

　

人
の
み
）

※
材
料
費
が
別
途
必
要
で
す
。
金

　

額
は
、当
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
持
っ
て
く
る
も
の

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布
巾
、

持
ち
帰
り
用
容
器
、
米
１
０
０
グ

ラ
ム

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
中
央
公
民
館

　

皆
さ
ん
は
、
同ど

う
だ
ぬ
き

田
貫
と
い
う
刀

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

時
代
劇
フ
ァ
ン
で
な
く
と
も
一

度
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
フ
レ
ー

ズ
「
大
五
郎
！
」「
ち
ゃ
ん
！
」

で
有
名
な
「
子
連
れ
狼
」
の
主
人

公
の
刺
客
・
拝お
が
み
い
っ
と
う

一
刀
。「
破
れ
傘

刀
舟
悪
人
狩
り
」
の
主
人
公
の
蘭

学
医
・
叶
か
の
う
と
う
し
ゅ
う

刀
舟
。
こ
の
二
人
の

愛
刀
が
同
田
貫
で
す
。

同
田
貫
一
派
と
は

　

こ
の
同
田
貫
を
作
っ
た
一
派

は
、
肥
後
国
（
熊
本
県
）
を
拠
点

と
し
た
刀
匠
群
で
す
。
勇
猛
な
こ

と
で
知
ら
れ
た
名
将
・
加
藤
清
正

の
お
抱
え
工
で
、
武
用
刀
、
つ
ま

り
実
戦
向
け
の
豪
刀
を
多
く
作
り

ま
し
た
。
中
で
も
清
正
か
ら
兄
弟

そ
れ
ぞ
れ
に
一
字
を
与
え
た
「
左

馬
介
清・

国
」「
上
野
介
正・

国
」
が

有
名
で
す
。

　

熊
本
城
の
お
備
え
刀
も
同
田
貫

一
派
の
作
で
し
た
。
た
だ
、
清
正

没
後
は
主
君
に
殉
じ
た
の
か
、
作

刀
を
見
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
後

に
入
国
し
た
細
川
家
が
前
任
地
・

豊
後
高
田
の
刀
匠
を
採
用
し
た
か

ら
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

　

同
田
貫
の
名
称
の
語
源
は
、
数

説
あ
り
、
代
表
的
な
も
の
は
次
の

二
つ
で
す
。

　

一
つ
は
、
斬
れ
味
説
。
死
体
を

田
の
畦あ
ぜ
に
乗
せ
胴
を
斬
っ
た
と
こ

ろ
、
田
ん
ぼ
ま
で
貫
い
た
の
で
，

以
来
「
胴
田
貫
」
と
呼
ば
れ
る
様

に
な
っ
た
と
い
う
説
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
地
名
説
。
同
田

貫
は
地
名
で
、
旧
熊
本
県
菊
池
郡

稗
方
村
同
田
貫
を
本
拠
地
に
し
て

い
た
た
め
と
い
う
説
で
す
。

　

同
田
貫
一
派
の
名
を
高
く
し
た

逸
話
は
、
明
治
20
（
１
８
８
７
）

年
に
行
わ
れ
た
明
治
天
皇
御
前
で

の
展
覧
兜
割
の
試
合
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
こ
の
展
覧
試
合
で
た
だ
一

人
、
直
心
影
流
の
継
承
者
・
榊
原

健
吉
が
同
田
貫
で
明
珍
作
の
兜
を

三
寸
五
分
（
約
10・５
セ
ン
チ
㍍
）

斬
り
割
っ
た
こ
と
で
有
名
と
な
り

ま
し
た
。

肥
後
国
の
刀
匠
群

　

そ
も
そ
も
同
田
貫
一
派
は
い
き

な
り
出
現
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
鎌
倉
時
代
に
肥
後
国
菊
地

氏
の
招
聘
に
て
山
城
国
来
派
の
刀

匠
・
来ら

い
く
に
む
ら

国
村
が
移
り
住
ん
だ
こ
と

に
始
ま
り
ま
す
。
国
村
は
通
称
を

延
寿
太
郎
と
い
い
、
そ
こ
か
ら
一

派
を
延え
ん
じ
ゅ
は

寿
派
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
と
い
い
ま
す
。

　

南
北
朝
時
代
に
は
領
主
の
菊
池

氏
の
求
め
に
応
じ
、「
菊
池
千
本

槍
」
と
い
う
穂
先
が
短
刀
の
形
を

し
た
槍
を
考
案
し
ま
し
た
。

　

30
数
名
も
の
名
匠
を
輩
出
し
ま

し
た
が
、南
北
朝
の
合
一
に
よ
り
、

南
朝
方
で
あ
っ
た
主
家
の
衰
退
と

歩
み
を
同
じ
く
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
戦
国
時
代
に
、
延
寿

派
の
分
派
と
し
て
同
田
貫
一
派
が

出
現
し
ま
す
。
加
藤
家
の
改
易
に

よ
り
一
時
衰
退
し
ま
し
た
が
、
江

戸
後
期
に
は
、
同
田
貫
上
野
介
正

国
か
ら
数
え
て
十
代
目
の
宗
広
が

「
同
田
貫
延
寿
太
郎
宗
広
」
を
名

乗
り
再
び
興
隆
し
ま
す
。

　

熊
本
県
玉
名
市
亀
甲
に
は
同
田

貫
派
の
鍛
冶
場
跡
が
あ
り
、
子
孫

に
よ
る
墓
前
祭
が
行
わ
れ
て
お

り
、
本
年
は
四
百
歳
の
記
念
祭
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
同
田
貫
の
魅
力
を
余
す
こ

と
な
く
伝
え
る
特
別
展
「
豪
刀
・

同
田
貫
の
世
界
」
を
備
前
長
船
刀

剣
博
物
館
で
左
記
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

☎
☎
☎

BooKs

　

公
民
館
主
催
講
座
「
地
域
再
発

見
！　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
で
は
、

「
地
域
の
よ
さ
を
再
発
見
し
よ
う
」

を
テ
ー
マ
に
、こ
れ
ま
で
上
寺
山
、

牛
窓
を
歩
い
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
子
ど
も
を
対
象
と
し

た
事
業「
わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

と
同
時
開
催
で
す
の
で
、
親
子
で

参
加
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

長
船
町
公
民
館
を
出
発
し
て
、

「
古
の
道
」の
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー

へ
出
か
け
ま
す
。
行
き
先
は
、
当

日
の
お
楽
し
み
で
す
。
郷
土
の
歴

史
に
詳
し
い
人
を
講
師
に
迎
え
、

現
地
で
説
明
を
行
い
ま
す
。

　

楽
し
く
健
康
的
に
歩
き
な
が
ら

長
船
町
の
素
晴
ら
し
い
歴
史
遺
産

に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

な
お
、
当
日
は
歩
き
や
す
い
服

装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
集
合
場
所　

長
船
町
公
民
館

▽
日
時　

２
月
19
日
（
土
）

　

午
前
９
時
〜
正
午

▽
持
っ
て
く
る
も
の　

お
茶

▽
参
加
費　

１
０
０
円

※
初
め
て
参
加
す
る
人
は
登
録
料

　

と
し
て
３
０
０
円
が
必
要
で
す

　
（
大
人
の
み
）。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
中
央
公
民
館

　

本
当
に
地
球
は
丸
い
？
　
世
界
に
伝
わ
る
地
球
の
歴

史
と
地
理
を
探
り
ま
し
ょ
う
。
伝
説
に
出
て
く
る
地

球
の
姿
や
科
学
者
が
描
い
た
地
球
の
形
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
地
球
の
イ
メ
ー
ジ
が
出
て
き
ま
す
。
ボ
ロ
ー

ニ
ャ
国
際
児
童
図
書
賞
受
賞
の
し
か
け
絵
本
で
す
。  

地
球
の
か
た
ち
を
哲
学
す
る

　
ギ
ヨ
ー
ム
・
デ
ュ
プ
ラ
…
文
・
絵
　
博
多
か
お
る
…
訳

世界のしくみがよくわかる   ニュースを読む技術
　池上彰…著

フリージャーナリストとして活躍する著者が、現在の
日本および世界情勢の具体的な事件や出来事をベース
にして、情報のつかみ方、歴史の読み方、今さら人に
聞けない世の中の仕組みを解説。この本を参考にあな
た流のニュースの読み方を見つけてみてください。

同
田
貫
初
代
・
上
野
介
（
正
国
）
作
の
刀

　日本刀の世界において、「豪刀」
の名をほしいままにする肥後同田
貫一派の刀。この同田貫一派の作
品を中心に約 50 点を展示します。
また、肥後国と同田貫の歴史、名
将加藤清正公との関係などさまざ
まな逸話を紹介します。

▽開催期間　２月２日（水）～３月
　27日（日）

▽会場　備前長船刀剣博物館

▽入館料　大人 500（400）円、高 ･大
　学生 300（250）円、中学生以下無料
※（　）は 20 人以上の団体料金
■問い合わせ先
　備前長船刀剣博物館　
　☎０８６９-６６ - ７７６７

特別展
豪刀・同田貫の世界

地
域
の
よ
さ
を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か

「
古
の
道
」
の
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー

 

集
ま
れ
、
子
ど
も
た
ち
！

 

わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
手
作
り
ス

イ
ー
ツ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
簡
単
に
作
れ
る
レ
シ
ピ

を
取
り
上
げ
ま
す
の
で
、
お
菓
子

作
り
が
初
め
て
で
も
安
心
で
す
。

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
日
時　

 

２
月
12
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

▽
参
加
費　

３
０
０
円（
材
料
費
）

▽
定
員　

15
人

▽
持
っ
て
く
る
も
の

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布
巾

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
中
央
公
民
館

 

料
理
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か

 

男
の
台
所
講
座

　

公
民
館
主
催
講
座
「
男
の
台
所

講
座
」
は
、
男
性
を
対
象
と
し
た




